
 
 

Makoto 遺作展 
～すべてに感謝～ 

4/10(土)～18(日) 10～16 時 

江藤産業㈱本社１F EBL スタジオにて 

筋ジストロフィー症のため２７歳でこの世を去った別府市の小野充（まこと）

さん。充さんの想いと生きた証を多くの方にお伝えしたいというご両親の

願いを後援し、充さんが独学で学び、遺したＣＧ絵画を展示します。 

入場無料／遺稿集(DVD)・ポストカード等の売上金は難病医療に取り組む

団体へ寄付いたします。 

 

 

                   本遺作展についてのお問い合わせ 

                   江藤産業株式会社 営業企画室  岡田・木村 

                                097-558-7280 

   





令和３年４月 
『Ｍａｋｏｔｏ遺作展』 ～想い～ 
 
 
今年の 11 月で一人息子が旅立って 8 年になります。 
生前、息子は独学でパソコンを学び、20 歳と 23 歳の時に、応援して下さる皆様のお力をお

借りして小さな個展を開催しました。そして自分の作品を一冊でいいから『本』という形に

して残したいと語ってくれました。 
 
本を作る資金にと作品をポストカードにして販売しましたが、その時には病気がかなり進

行していました。そして 3 週間の危篤状態を経て、平成 25 年 11 月 18 日に旅立ちました。 
27 歳と 9 ヶ月、自宅で主人に手を握られ、私の腕の中で旅立ちました。 
 
作品を本にするという息子の夢は、数年後に再びいろいろなご縁をいただき叶いました。 
しかし、1 冊が高額になり資金不足で 10 冊しか作ることができず、沢山の人に見ていただ

くことは叶いませんでした。 
 
親である私達には、遺作展を開き、もう一度皆様に息子の生きた証の作品を見ていただきた

いという想いがあります。そしてできるならば夢の形としての本を手に取っていただき、 
その収益を難病医療の研究施設に寄付したいと思います。 
 
私達親も高齢者の域に入ってきました。元気なうちにもう一度、息子の想いを沢山の方々に

お伝えすることができたら幸いです。 
 
新たなご縁をいただけることを願いながら・・・そして叶うなら、それが誰かの心のお役に

立てたらと思う日々です。 
 

 
母  小野 忍 


